
ヘレン・ケラー（左）、アンネ・サリバン先生（中央）、アレクサンダー・
グラハム・ベル博士（右）による1894年の写真。３人は、３つのコミュ
ニケーション方法を同時に使用している；サリバン先生とベル博士の
間では話しことばが、ケラーとベル博士の間では（触）指文字が、ケ
ラーとサリバン先生の間では（触）読唇が用いられている。	
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連載コラム「初めての補聴器選び」大沼直紀氏 



第
１

回
　

　
ど

ん
な

人
で

も
“
耳

も
歳

を
と

る
”
の

で
す

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

０
月

４
日

号
	




第
２

回
　

　
高

齢
難

聴
者

の
聞

こ
え

を
擬

似
体

験
す

る
と

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

０
月

１
１

日
号

	




第
３

回
　

　
私

に
補

聴
器

使
用

を
決

心
さ

せ
た

体
験

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

０
月

１
８

日
号
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４

回
　

　
何

は
と

も
あ

れ
専

門
家

の
受

診
か

ら
　

　
　

　
２

０
１

３
年

１
０

月
２

５
日

号
	




第
５

回
　

　
人

は
耳

で
な

く
“
脳

で
”
聴

い
て

い
る

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

１
月

１
日

号
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回
　

　
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

欲
求

と
補

聴
器

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

１
月

８
日
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７
回

　
　

耳
の

日
と
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ラ
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と
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ケ
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１
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１
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５
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“
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の
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１
３

年
１

１
月

２
９

日
号
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１
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回
　

　
お

し
ゃ

れ
＆

高
性

能
に

進
化

す
る

補
聴

器
　

　
　

　
２

０
１

３
年

１
２

月
６

日
号

　
	




　
第

１
１

回
　

　
体

の
中

に
埋

め
込

む
補

聴
シ

ス
テ

ム
も

あ
る

　
　

　
　

２
０

１
３

年
１

２
月

１
３

日
号

　
	




　
第

１
２

回
（
最

終
回

）
　

　
補

聴
器

で
後

悔
し

て
ほ

し
く
な

い
か

ら
　

　
　

　
２

０
１

３
年

１
２

月
２

０
日

号
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